
(57)【要約】

　リスナ（２）位置に従い動的な音場適応化を提供する

オーディオシステム（１）を提供する。オーディオシス

テム（１）は、オーディオシステム（１）の少なくとも

全ての音出力コンポーネント（Ｌ、Ｃ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳ

）の相対的位置を相互に判定する相対的位置判定手段（

４）と、ユーザ（２）に属する個人用機器を検出する個

人用機器検出手段（５）と、個人用機器の位置を追跡す

る個人用機器位置追跡手段（６）と、個人用機器の現在

位置が音場のスイートスポットになるように音場を再較

正する再較正手段（７）とを備える。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 リ ス ナ （ ２ ） 位 置 に 従 い 動 的 な 音 場 適 応 化 を 提 供 す る オ ー デ ィ オ シ ス テ ム （ １ ） に お い
て 、
　 当 該 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム （ １ ） の 少 な く と も 全 て の 音 出 力 コ ン ポ ー ネ ン ト （ Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ
、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ ） の 相 対 的 位 置 を 相 互 に 判 定 す る 相 対 的 位 置 判 定 手 段 （ ４ ） と 、
　 ユ ー ザ （ ２ ） に 属 す る 個 人 用 機 器 を 検 出 す る 個 人 用 機 器 検 出 手 段 （ ５ ） と 、
　 上 記 個 人 用 機 器 の 位 置 を 追 跡 す る 個 人 用 機 器 位 置 追 跡 手 段 （ ６ ） と 、
　 上 記 個 人 用 機 器 の 現 在 位 置 が 音 場 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト に な る よ う に 音 場 を 再 較 正 す る 再
較 正 手 段 （ ７ ） と を 備 え る オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 相 対 的 位 置 判 定 手 段 （ ４ ） 、 上 記 個 人 用 機 器 検 出 手 段 （ ５ ） 、 上 記 個 人 用 機 器 位 置
追 跡 手 段 （ ６ ） 及 び 上 記 再 較 正 手 段 （ ７ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 通 信 を 行
う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 少 な く と も 一 部 は 、 無 線 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 式 で 実 現 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 少 な く と も 一 部 は 、 有 線 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 式 で 実 現 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 当 該 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム （ １ ） の 物 理 的 に 弁 別 可 能 な ユ ニ ッ ト は 、 そ の ア イ デ ン テ ィ テ
ィ を 表 す メ ン バ シ ッ プ 属 性 デ ー タ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 ４ い ず れ か １ 項 記
載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 個 人 用 機 器 検 出 手 段 （ ５ ） に よ っ て 検 出 さ れ た ２ つ 以 上 の 個 人 用 機 器 に よ る 異 な る
要 求 セ ッ ト の 間 で 、 一 組 の 基 準 に 基 づ い て 、 仲 裁 を 行 う ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン 手 段 （ １ １ ）
を 更 に 備 え る 請 求 項 １ 乃 至 ５ い ず れ か １ 項 記 載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 基 準 の １ つ は 、 上 記 個 人 用 機 器 位 置 追 跡 手 段 に よ っ て 追 跡 さ れ た 最 大 数 の 個 人 用 機
器 位 置 を 覆 う よ う に ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 位 置 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の オ ー
デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 基 準 の １ つ は 、 上 記 個 人 用 機 器 位 置 追 跡 手 段 に よ っ て 追 跡 さ れ た 好 適 な 個 人 用 機 器
の 位 置 に ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 位 置 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ 記 載 の オ ー デ ィ
オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 音 源 の 周 り で 音 響 的 に 干 渉 す る ア イ テ ム を 検 出 す る 物 理 的 ア イ テ ム 検 出 手 段 （ １ ４ ） を
更 に 備 え る 請 求 項 １ 乃 至 ８ い ず れ か １ 項 記 載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 当 該 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム （ １ ） の 好 適 な 設 定 を 保 存 す る プ ロ フ ァ イ ル ス ト レ ー ジ （ １ ３
） を 更 に 備 え る １ 乃 至 ９ い ず れ か １ 項 記 載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 音 出 力 コ ン ポ ー ネ ン ト （ Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ ） の 位 置 、 及 び ／ 又 は 検 出 さ れ た
各 個 人 用 機 器 の 位 置 、 及 び ／ 又 は 現 在 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト の 位 置 を 表 示 す る 位 置 デ ィ ス プ
レ イ を 更 に 備 え る 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ い ず れ か １ 項 記 載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 少 な く と も 、 上 記 ス イ ー ト ス ポ ッ ト が 上 記 リ ス ナ 位 置 に 従 う モ ー ド と 、 上 記 ス イ ー ト ス
ポ ッ ト が 固 定 さ れ た 位 置 に 保 た れ る モ ー ド と を 切 り 換 え る モ ー ド 切 換 手 段 を 更 に 備 え る 請
求 項 １ 乃 至 １ １ い ず れ か １ 項 記 載 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 リ ス ニ ン グ ル ー ム 内 の リ ス ナ の 位 置 に 基 づ い て 、 自 動 ス イ ー ト ス ポ ッ ト 追 跡
を 行 う サ ウ ン ド シ ス テ ム に 関 連 す る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 動 的 に 適 応 化 可 能 な 、 無 線 通 信 を
含 む マ ル チ チ ャ ン ネ ル 立 体 音 響 サ ウ ン ド シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 映 画 を 起 源 と す る サ ラ ウ ン ド サ ウ ン ド 等 の マ ル チ チ ャ ン ネ ル 立 体 音 響 は 、 多 く の 家 庭 用
の 娯 楽 シ ス テ ム に も 採 用 さ れ る よ う に な っ た 。 現 在 の 多 く の 家 庭 用 娯 楽 シ ス テ ム は 、 テ レ
ビ ジ ョ ン と 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ と 、 基 本 的 に ５ つ の サ テ ラ イ ト ス ピ ー カ 及 び サ ブ ウ ー フ ァ で
構 成 さ れ る ５ ． １ サ ラ ウ ン ド サ ウ ン ド シ ス テ ム を 備 え て い る 。 今 日 、 テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 、
映 画 及 び 多 く の Ｄ Ｖ Ｄ タ イ ト ル は 、 標 準 的 に 、 一 般 的 な フ ォ ー マ ッ ト の １ つ で 符 号 化 さ れ
た サ ラ ウ ン ド サ ウ ン ド ト ラ ッ ク を 有 す る 。 今 後 は 、 よ り 複 雑 な ラ ウ ド ス ピ ー カ 構 成 （ ６ ．
１ ， ７ ． １ ） が 市 販 さ れ る こ と も 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ス ピ ー カ 、 部 屋 、 聴 取 イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 位 置 は 、 音 響 シ ス テ ム の 音 場 に 大 き く 影 響 す
る 。 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム の 総 合 的 な 聴 取 条 件 及 び そ れ に よ り 生 成 さ れ る 達 成 可 能 な 音 場 の
質 は 、 主 に 、 リ ス ニ ン グ ル ー ム の 幾 何 学 的 及 び 音 響 的 な 特 性 、 リ ス ニ ン グ ル ー ム 内 で 用 い
ら れ る ラ ウ ド ス ピ ー カ の 特 性 及 び 構 成 、 聴 取 場 所 と し て 選 択 さ れ た 聴 取 位 置 又 は 聴 取 領 域
に よ っ て 決 定 す る 。 し た が っ て 、 最 適 な 聴 取 体 験 を 実 現 す る た め に は 、 デ ジ タ ル サ ラ ウ ン
ド サ ウ ン ド 受 信 機 、 プ リ ア ン プ 又 は プ ロ セ ッ サ を 適 切 に 構 成 し な け れ ば な ら な い 。 「 聴 取
条 件 」 と い う 用 語 は 、 リ ス ニ ン グ ル ー ム 内 の 基 準 聴 取 位 置 に お け る リ ス ナ が 室 内 で 、 ラ ウ
ド ス ピ ー カ か ら 再 生 さ れ る 音 を 聴 く 際 の 「 音 場 」 の 複 雑 な 特 徴 を 定 義 す る 。 こ の 詳 細 に つ
い て は 、 例 え ば 、 「 "Listening Conditions and Reproduction Arrangements for Multic
hannel Stereophony, Recommended Practice SSF, 01.1-E-2002, Surround Sound Forum 
2002"」 に 解 説 さ れ て い る 。 音 場 は 、 音 響 波 又 は 音 波 の 空 間 的 分 布 、 又 は ２ つ 以 上 の 音 波
の 互 い の 重 な り を 記 述 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 家 屋 内 の 音 楽 再 生 に お い て 、 最 適 な 聴 取 体 験 を 得 る た め に は 、 リ ス ニ ン グ ル ー ム 内 で 、
リ ス ナ の 耳 の 高 さ の 基 準 位 置 で オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 又 は サ ウ ン ド シ ス テ ム を 較 正 す る 必 要
が あ る 。 図 １ は 、 家 屋 内 環 境 に お け る サ ラ ウ ン ド シ ス テ ム の 全 て の ス ピ ー カ が 音 響 中 心 の
周 り に 円 形 に 配 置 さ れ た 構 成 の 具 体 例 を 示 し て い る 。 最 適 な 聴 取 位 置 、 す な わ ち 所 謂 ス イ
ー ト ス ポ ッ ト は 、 録 音 の 際 の 有 利 な 位 置 又 は ミ キ シ ン グ エ ン ジ ニ ア の 位 置 を 反 映 す る べ き
で あ る 。 ス イ ー ト ス ポ ッ ト は 、 再 生 さ れ た チ ャ ン ネ ル の 、 各 ス ピ ー カ か ら リ ス ナ ま で の 伝
搬 時 間 が 基 本 的 に 同 じ に な る 位 置 と し て 定 義 さ れ る 。 す な わ ち 、 全 て の チ ャ ン ネ ル か ら の
音 が 、 同 時 に 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト に 到 着 す る 必 要 が あ る 。 理 想 的 な 妨 害 が な い 環 境 で は 、
ス イ ー ト ス ポ ッ ト は 、 全 て の メ イ ン ラ ウ ド ス ピ ー カ か ら 等 距 離 の 位 置 で あ り 、 こ れ は 、 聴
取 位 置 か ら 同 じ 距 離 に 全 て の ス ピ ー カ を 配 置 す べ き こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 通 常 、 図 １ に 示 す こ の 理 想 的 な ポ ジ シ ョ ニ ン グ は 、 殆 ど の 家 屋 内 で は 、 実 現 が 難 し い 。
「 通 常 の 」 家 屋 内 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト 領 域 は 、 約 １ ． ５ ｍ 平 方 の 範 囲 内 で あ る と 想 定 さ れ
る 。 こ の 領 域 内 で は 、 サ ラ ウ ン ド サ ウ ン ド 録 音 の 立 体 音 響 の 品 質 は 、 十 分 安 定 す る 。 こ の
問 題 に 関 す る 詳 細 は 、 例 え ば 、 「 "Multichannel Natural Music Recording Based on Psy
choacoustic Principles, Gunther Theile, October 2001"」 に 解 説 さ れ て い る 。 家 屋 内
の 環 境 で は 、 正 確 な サ ラ ウ ン ド 音 像 定 位 の た め に 、 サ ウ ン ド シ ス テ ム を 較 正 す る 必 要 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 家 屋 内 の 条 件 下 で 、 サ ウ ン ド シ ス テ ム の ラ ウ ド ス ピ ー カ の 構 成 を 最 適 化 す る 場 合 、 図 １
に 示 す 理 想 的 な 円 に 沿 う 位 置 か ら の ラ ウ ド ス ピ ー カ の 偏 差 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 こ れ ら
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の 偏 差 を 補 償 す る た め に 、 全 て の ス ピ ー カ に つ い て 、 追 加 的 且 つ 個 別 的 な レ ベ ル 及 び 遅 延
の 補 償 が 必 要 と な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 近 年 の シ ス テ ム は 、 バ ラ ン ス 、 セ ン タ レ ベ ル 、 サ イ ド レ ベ ル 、 リ ア レ ベ ル 及 び サ ブ ウ ー
フ ァ レ ベ ル を 個 別 に 変 化 さ せ 、 リ ス ナ の 耳 の 高 さ の 基 準 位 置 に ス テ レ オ 音 像 の 定 位 を シ フ
ト す る こ と が で き る 。 ス ピ ー カ を そ の 種 類 に 基 づ い て 微 調 整 し 及 び ユ ー ザ に よ る 較 正 を 案
内 す る た め に 、 多 く の サ ウ ン ド シ ス テ ム は 、 ボ リ ュ ー ム レ ベ ル の 較 正 を 補 助 す る 試 験 信 号
音 を 出 力 す る 。 １ つ の 具 体 例 と し て 一 般 的 な 民 生 用 ド ル ビ ー デ ジ タ ル （ Dolby Digital）
（ Ａ Ｃ － ３ ） 又 は プ ロ ロ ジ ッ ク （ Pro Logic） ユ ニ ッ ト は 、 全 て の チ ャ ン ネ ル の バ ラ ン ス
を 調 整 す る た め の ノ イ ズ シ ー ケ ン サ と 呼 ば れ る 信 号 生 成 器 が 組 み 込 ま れ て い る 。 こ の シ ー
ケ ン サ を 有 効 に す る と 、 各 チ ャ ン ネ ル 毎 に 、 短 い 、 特 別 に フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た ノ イ ズ 信
号 が 順 次 出 力 さ れ る 。 こ の 検 査 信 号 は 、 チ ャ ン ネ ル 間 を 「 移 動 す る 」 の で 、 ユ ー ザ は 、 実
際 の 聴 取 位 置 に お け る 事 実 上 の 音 量 に 基 づ き 、 各 チ ャ ン ネ ル の バ ラ ン ス を 個 別 に 調 整 し な
け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 多 く の サ ウ ン ド シ ス テ ム は 、 適 切 な 音 像 及 び 定 位 を 実 現 す る た め に 、 全 て の チ ャ ン ネ ル
音 が リ ス ナ の 耳 に 正 し い 時 刻 に 到 達 す る こ と を 保 証 す る た め の 適 切 な 時 間 遅 延 を 設 定 す る
遅 延 補 償 を 提 供 す る 。 多 く の ユ ニ ッ ト で は 、 こ れ は 、 オ ン ス ク リ ー ン デ ィ ス プ レ イ を 介 し
て 、 聴 取 位 置 か ら 各 ス ピ ー カ ま で の 距 離 を 選 択 す る こ と に よ っ て 実 現 さ れ 、 又 は ユ ー ザ は
ミ リ 秒 単 位 で 遅 延 の 量 を 選 択 し な け れ ば な ら な い 。 １ つ の 具 体 例 と し て 、 一 般 的 な 民 生 用
ド ル ビ ー サ ラ ウ ン ド デ コ ー ダ で は 、 １ ５ ～ ３ ０ ミ リ 秒 間 隔 で 時 間 遅 延 を 調 整 で き 、 ユ ー ザ
の 着 座 位 置 か ら 各 サ ラ ウ ン ド ス ピ ー カ ま で の 距 離 の 不 均 一 を 補 償 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 推 奨 さ れ る 時 間 遅 延 式 は 、 Ｔ ＝ Ｎ ｄ ＋ Ｄ ｆ － Ｄ ｓ で あ り 、 こ こ で 、 Ｔ は 、 遅 延 設 定 で あ
り 、 Ｎ ｄ は 、 ミ リ 秒 単 位 の 遅 延 時 間 （ ド ル ビ ー で は １ ５ ミ リ 秒 間 隔 が 推 奨 さ れ て い る 。 ）
で あ り 、 Ｄ ｆ は 、 リ ス ナ か ら 最 も 近 い フ ロ ン ト ス ピ ー カ ま で の 距 離 で あ り 、 Ｄ ｓ は 、 リ ス
ナ か ら 最 も 近 い サ ラ ウ ン ド ス ピ ー カ ま で の 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 所 謂 「 ホ ー ム プ ロ セ ッ サ 」 は 、 イ ン パ ル ス 測 定 に 基 づ い て 必 要 な 補 正 を 行 う 能 力 を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 バ ン グ ＆ オ ル フ セ ン （ Bang & Olufsen） の Ｂ ｅ ｏ Ｌ ａ ｂ ５ サ ウ ン ド シ ス テ ム で は 、 適 応
型 バ ス 制 御 （ adaptive Bass Control） に よ る 補 助 の 下 、 ム ー ビ ン グ マ イ ク ロ ホ ン シ ス テ
ム （ moving microphone system） が 室 内 の 反 射 を 測 定 及 び 解 析 し 、 こ の 反 射 を バ ス ユ ニ ッ
ト の 性 能 に 適 応 化 す る 。 な お 、 バ ス 再 生 は 、 一 般 的 に は 、 ラ ウ ド ス ピ ー カ の 位 置 に 特 に 敏
感 で あ る が 、 こ れ は 、 ソ ー サ リ ー ト オ ー デ ィ オ ワ ー ク ス 社 （ Sausalito Audio Works LLC
） が ラ イ セ ン ス を 所 有 す る 「 ア コ ー ス テ ィ ッ ク レ ン ズ テ ク ノ ロ ジ ー （ Acoustic Lens Tech
nology） 」 の た め 、 Ｂ ｅ ｏ Ｌ ａ ｂ ５ に は 当 て 嵌 ま ら な い 。 ラ ウ ド ス ピ ー カ の 上 部 の ボ タ ン
を 押 す こ と に よ っ て 、 ラ ウ ド ス ピ ー カ は 、 ２ 分 以 内 に 較 正 さ れ 、 環 境 に 適 応 化 さ れ る 。 Ｂ
ｅ ｏ Ｌ ａ ｂ ５ は 、 ラ ウ ド ス ピ ー カ 内 の 信 号 が デ ジ タ ル 的 に 処 理 さ れ た 後 、 増 幅 さ れ 、 ス ピ
ー カ ユ ニ ッ ト か ら 出 力 さ れ る デ ジ タ ル ラ ウ ド ス ピ ー カ で あ る 。 信 号 処 理 は 、 ク ロ ス オ ー バ
、 ボ リ ュ ー ム 調 節 及 び 適 応 型 バ ス 制 御 を 処 理 す る 所 謂 デ ジ タ ル シ グ ナ ル プ ロ セ ッ サ が 中 心
と な っ て 実 行 す る 。 こ の シ ス テ ム に よ り 、 リ ス ニ ン グ ル ー ム 内 の 音 響 関 連 の 特 性 が 補 償 さ
れ る が 、 実 現 さ れ る オ ー デ ィ オ の 較 正 は 、 静 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 ユ ー ザ は 、 常 に 最 適 な 位 置 、 す な わ ち オ ー デ ィ オ シ ス テ ム の ス イ ー ト ス ポ ッ ト
内 に 着 座 す る わ け で は な い 。 ユ ー ザ が 別 の 場 所 に い る 場 合 、 ユ ー ザ の 位 置 に ス イ ー ト ス ポ
ッ ト を 移 行 さ せ る よ う に サ ウ ン ド シ ス テ ム を 再 較 正 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｍ Ｓ Ｂ 技 術 で は 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム に お い て 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト を ユ ー ザ の 嗜 好 に 基
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づ い て 設 定 で き る 較 正 処 理 が 実 現 さ れ る 。 こ の シ ス テ ム の マ ル チ プ ル ボ リ ュ ー ム 制 御 （ Mu
ltiple Volume Control： Ｍ Ｖ Ｃ ） で は 、 ８ つ の チ ャ ン ネ ル の 音 量 を 個 別 に 調 節 で き る 。
Ｍ Ｖ Ｃ は 、 マ イ ク ロ ホ ン の 自 動 レ ベ ル 設 定 に 由 来 し て い る 。 こ の 技 術 に よ り 、 ユ ー ザ は 、
マ イ ク ロ ホ ン を 所 望 の 位 置 に 設 置 す る こ と に よ り 、 如 何 な る 聴 取 位 置 に つ い て も 全 て の ス
ピ ー カ レ ベ ル 設 定 を 自 動 的 に 較 正 で き る 。 マ イ ク ロ ホ ン に プ ラ グ を 差 し 込 み 、 ユ ー ザ が セ
ッ ト ア ッ プ ボ タ ン を 押 す と 、 各 ス ピ ー カ か ら 、 順 次 、 ピ ン ク ノ イ ズ が 出 力 さ れ る 。 信 号 の
音 量 は 、 小 さ い 音 量 か ら 開 始 さ れ 、 マ イ ク ロ ホ ン に 届 く 音 が 所 定 の レ ベ ル に 達 す る ま で 、
徐 々 に 大 き く さ れ る 。 こ の 時 点 で 該 当 す る ス ピ ー カ の 設 定 が 確 立 さ れ 、 次 の ス ピ ー カ の 処
理 が 開 始 さ れ る 。 リ ス ナ の 位 置 が 異 な れ ば 、 ス テ レ オ シ ス テ ム の オ ー デ ィ オ 特 性 を 新 た に
較 正 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 パ イ オ ニ ア 株 式 会 社 か ら 市 販 さ れ て い る パ イ オ ニ ア デ ジ タ ル サ ウ ン ド プ ロ ジ ェ ク タ （ Pi
oneer Digital Sound Projector： Ｐ Ｄ Ｓ Ｐ ） シ ス テ ム は 、 よ り 多 能 な 再 較 正 を 提 供 す る
。 こ の シ ス テ ム は 、 統 合 さ れ た 、 １ パ ネ ル の ア ク テ ィ ブ ス ピ ー カ シ ス テ ム に よ り 、 マ ル チ
チ ャ ン ネ ル サ ラ ウ ン ド サ ウ ン ド の 再 生 を 可 能 に す る 。 こ の シ ス テ ム は 、 サ ウ ン ド ビ ー ム を
個 別 に 制 御 す る こ と に よ っ て サ ラ ウ ン ド サ ウ ン ド を 生 成 す る 。 各 オ ー デ ィ オ チ ャ ン ネ ル の
た め の サ ウ ン ド ビ ー ム は 、 部 屋 の 壁 及 び 天 井 に 反 射 し 、 こ の 反 射 が 左 右 の ス ピ ー カ 及 び リ
ア ス ピ ー カ の 役 割 を 果 た す 。 こ こ で は 、 ２ ５ ４ 個 の 別 個 に 駆 動 さ れ る ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト が
１ つ の パ ネ ル の ラ ウ ド ス ピ ー カ ア レ イ と し て 配 列 さ れ て い る 。 音 は 、 ソ ー ス に 一 致 す る 最
大 ７ 本 の 別 々 の ビ ー ム と し て 出 射 さ れ 、 こ れ ら の ビ ー ム は 、 操 縦 で き 及 び 収 束 又 は 拡 散 す
る よ う に 制 御 で き る 。 こ の ビ ー ム の 天 井 及 び ／ 又 は 壁 か ら の 反 射 に よ り 、 マ ル チ チ ャ ン ネ
ル サ ラ ウ ン ド サ ウ ン ド が リ ス ナ の 位 置 に 到 達 す る 。 こ の ラ ウ ド ス ピ ー カ 技 術 に よ り 、 従 来
の よ う な 複 数 の ラ ウ ド ス ピ ー カ を 設 置 し 、 こ れ に 関 連 す る 配 線 を 行 う 必 要 が な く な る 。 Ｐ
Ｄ Ｓ Ｐ － １ は 、 デ ジ タ ル 信 号 処 理 を 用 い て 、 部 屋 の 特 性 に 基 づ い て 音 を 均 等 化 し 、 ユ ー ザ
は 、 異 な る 聴 取 条 件 又 は ユ ー ザ の 嗜 好 に 対 応 す る 複 数 の 設 定 を 保 存 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 図 １ に 示 す よ う な 家 屋 内 環 境 で 頻 発 す る 問 題 は 、 ユ ー ザ が 聴 取 位 置 を 変 更 し 、
図 １ に 示 す 音 響 中 心 に よ っ て 定 義 さ れ る 基 準 位 置 か ら 外 れ る と い う 問 題 で あ る 。 こ の 場 合
、 最 適 な 聴 取 体 験 を 維 持 す る た め に は 、 サ ウ ン ド シ ス テ ム の 再 較 正 が 必 要 に な る 。 殆 ど の
ユ ー ザ は 、 こ の よ う な 手 動 の 、 短 期 的 な シ ス テ ム 再 較 正 作 業 を 好 ん で 行 う こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 例 え ば 、 ソ ニ ー 株 式 会 社 の Ｍ Ｄ Ｒ － Ｄ Ｓ ５ ０ ０ ０ 等 の デ ジ タ ル サ ラ ウ ン ド ヘ ッ ド ホ ン シ
ス テ ム に よ り 、 上 述 の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。 こ の シ ス テ ム は 、 ヘ ッ ド ホ ン を 用 い
て 、 生 の 音 場 に 等 し い マ ル チ チ ャ ン ネ ル サ ラ ウ ン ド の 音 場 を 生 成 す る 。 こ の シ ス テ ム は 、
サ ラ ウ ン ド デ コ ー ダ を 含 む デ ジ タ ル サ ラ ウ ン ド プ ロ セ ッ サ と 、 ロ ジ ッ ク ３ Ｄ プ ロ セ ッ サ と
、 赤 外 線 送 信 機 と 、 一 対 の 赤 外 線 の コ ー ド レ ス ヘ ッ ド ホ ン と を 備 え る 。 サ ラ ウ ン ド デ コ ー
ダ は 、 デ ジ タ ル モ ー ド 及 び プ ロ ロ ジ ッ ク モ ー ド の 両 方 に 対 応 す る 。 サ ラ ウ ン ド デ コ ー ダ に
よ っ て 信 号 が 複 数 の チ ャ ン ネ ル に 復 号 さ れ た 後 、 信 号 は 、 ロ ジ ッ ク ３ Ｄ プ ロ セ ッ サ に よ っ
て 、 如 何 な る マ ル チ チ ャ ン ネ ル 情 報 も 失 わ れ る こ と な く 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル － バ イ ノ ー ラ
ル 変 換 さ れ 、 処 理 さ れ た 信 号 が ヘ ッ ド ホ ン を 介 し て 再 生 さ れ る と 、 リ ス ナ の 頭 の 外 に 広 が
る 音 像 で マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 場 が 再 生 さ れ る 。 し か し な が ら 、 こ の シ ス テ ム で は 、 リ ス ナ
が 、 最 適 な 聴 取 体 験 を 獲 得 す る た め に 、 ヘ ッ ド ホ ン を 装 着 す る 必 要 が あ る と い う 制 約 が あ
る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム の リ ス ニ ン グ ル ー ム 内 で 移 動 す る ユ ー ザ
に 対 し 最 適 な 聴 取 体 験 を 実 現 す る オ ー デ ィ オ シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 こ の 目 的 は 、 独 立 請 求 項 で 定 義 さ れ る オ ー デ ィ オ シ ス テ ム に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る オ ー デ ィ オ シ ス テ ム は 、 リ ス ナ 位 置 に 従 い 動 的 な 音 場 適 応 化 を 提 供 す る 。
こ の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム は 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム の 少 な く と も 全 て の 音 出 力 コ ン ポ ー ネ ン
ト の 相 対 的 位 置 を 相 互 に 判 定 す る 相 対 的 位 置 判 定 手 段 と 、 ユ ー ザ に 属 す る 個 人 用 機 器 を 検
出 す る 個 人 用 機 器 検 出 手 段 と 、 個 人 用 機 器 の 位 置 を 追 跡 す る 個 人 用 機 器 位 置 追 跡 手 段 と 、
個 人 用 機 器 の 現 在 位 置 が 音 場 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト に な る よ う に 音 場 を 再 較 正 す る 再 較 正 手
段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 リ ス ナ の 個 人 的 な ア イ テ ム と し て 機 能 す る 機 器 （ 個 人 用 機 器 ） の 位 置 判 定 に
基 づ い て 、 動 的 な 音 場 適 応 化 を 提 供 す る こ と に よ っ て 聴 取 体 験 を 最 適 化 す る 。 こ れ に よ り
、 手 動 の サ ウ ン ド シ ス テ ム 再 較 正 の 問 題 が 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 は 、 そ れ ぞ れ の 従 属 請 求 項 に 定 義 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 有 効 な ス イ ー ト ス ポ ッ ト 追 跡 は 、 相 対 的 位 置 判 定 手 段 、 個 人 用 機 器 検 出 手 段 、 個 人 用 機
器 位 置 追 跡 手 段 及 び 再 較 正 手 段 の そ れ ぞ れ を 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 適 応 化 す る こ と に よ
っ て 実 現 さ れ る 。 こ こ で 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 少 な く と も 一 部 は 、 無 線 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 形
式 で 実 現 し て も よ く 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 少 な く と も 一 部 は 、 有 線 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 式 で
実 現 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 複 数 の リ ス ナ が い る 状 況 及 び ／ 又 は 一 人 の ユ ー ザ に つ い て 複 数 の 個 人 用 機 器 が 検 出 さ れ
る 状 況 に 対 応 す る た め に 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム は 、 個 人 用 機 器 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ
た ２ つ 以 上 の 個 人 用 機 器 に よ る 異 な る 要 求 セ ッ ト の 間 で 、 一 組 の 基 準 に 基 づ い て 、 仲 裁 を
行 う ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン 手 段 を 更 に 備 え て い て も よ い 。 好 適 な 基 準 の １ つ と し て 、 個 人 用
機 器 位 置 追 跡 手 段 に よ っ て 追 跡 さ れ る 最 大 数 の 個 人 用 機 器 位 置 を カ バ ー す る よ う に 、 ス イ
ー ト ス ポ ッ ト を 位 置 さ せ て も よ い 。 好 適 な 基 準 の 他 の １ つ と し て 、 個 人 用 機 器 位 置 追 跡 手
段 に よ っ て 追 跡 さ れ る 好 適 な 個 人 用 機 器 の 位 置 に ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 位 置 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム の ユ ー ザ に 実 際 の 状 態 を 知 ら せ る た め に 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム は 、
音 出 力 コ ン ポ ー ネ ン ト の 位 置 、 及 び ／ 又 は 検 出 さ れ た 各 個 人 用 機 器 の 位 置 、 及 び ／ 又 は 現
在 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト の 位 置 を 表 示 す る 位 置 デ ィ ス プ レ イ を 更 に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 自 動 的 な ス イ ー ト ス ポ ッ ト 設 定 及 び 固 定 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト 設 定 を ユ ー ザ が 任 意 に 選 択
で き る よ う に 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム は 、 少 な く と も 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト が リ ス ナ 位 置 に 従
う モ ー ド と 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト が 固 定 さ れ た 位 置 に 保 た れ る モ ー ド と を 切 り 換 え る モ ー ド
切 換 手 段 を 更 に 備 え て い て も よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 添 付 の 図 面 で は 、 機 能 的 に 等 価 な 要 素 に は 、 同 じ 参 照 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 基 礎 と な る 基 本 問 題 を 示 し て い る 。 例 え ば 、 ス テ レ オ 又 は サ ラ ウ ン ド
シ ス テ ム の た め の 、 例 え ば 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル サ ウ ン ド シ ス テ ム の ラ ウ ド ス ピ ー カ 等 の オ
ー デ ィ オ ソ ー ス は 、 所 定 の 幾 何 学 的 配 置 に 構 成 さ れ る 。 全 て の ラ ウ ド ス ピ ー カ か ら 同 時 に
出 力 さ れ る オ ー デ ィ オ 信 号 は 、 構 成 の 音 響 中 心 に 同 時 刻 に 到 着 す る 。 こ れ ら の ラ ウ ド ス ピ
ー カ が 、 同 じ 位 相 を 有 し 、 遅 延 が な い 音 響 信 号 を 出 力 し た 場 合 、 こ の 音 響 中 心 は 、 ス イ ー
ト ス ポ ッ ト を 表 す 。 図 １ は 、 ５ つ の メ イ ン ラ ウ ド ス ピ ー カ 、 す な わ ち 左 フ ロ ン ト ス ピ ー カ
Ｌ 、 右 フ ロ ン ト ス ピ ー カ Ｒ 、 セ ン タ ス ピ ー カ Ｃ 、 左 サ ラ ウ ン ド ス ピ ー カ Ｌ Ｓ 、 右 サ ラ ウ ン
ド ス ピ ー カ Ｒ Ｓ か ら な る サ ラ ウ ン ド シ ス テ ム を 示 し て い る 。 リ ス ナ ２ は 、 オ ー デ ィ オ シ ス
テ ム １ の 幾 何 学 的 な 中 心 に 位 置 す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ の ブ ロ ッ ク 図 は 、 本 発 明 に 基 づ く オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ の 必 要 な 及 び 任 意 の コ ン ポ
ー ネ ン ト を 示 し て い る 。 各 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム は 、 動 的 な マ ル チ チ ャ ン ネ ル 適 応 化 を 提 供
し 、 リ ス ナ の 位 置 を 監 視 し 、 監 視 さ れ た 位 置 に 応 じ て 、 シ ス テ ム の ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 自
動 的 に 追 跡 す る 。 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ の 各 物 理 ユ ニ ッ ト に お い て 、 全 て の コ ン ポ ー ネ ン
ト が 必 要 な わ け で は な い 。 通 常 、 例 え ば 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ の 増 幅 器 に 組 み 込 む こ と
が で き る 、 例 え ば 、 中 央 制 御 装 置 ３ 等 の １ つ の 好 適 な ユ ニ ッ ト が 、 動 的 な マ ル チ チ ャ ン ネ
ル 適 応 化 を 実 行 す る た め に 割 り 当 て ら れ 、 し た が っ て 、 こ こ に 示 す コ ン ポ ー ネ ン ト を 含 む
。 な お 、 図 ２ に 示 す 各 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム の 様 々 な ユ ニ ッ ト （ Ｌ 、 Ｃ
、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ 、 Ｒ Ｃ 、 ３ ） に 亘 っ て 分 散 さ せ て 配 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 通 信 機 １ ０ に よ り 表 さ れ る 相 互 接 続 媒 体 は 、 例 え ば 、 図 １ の 立 体 音 響 サ ウ ン ド シ ス テ ム
等 の オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ の 異 な る ユ ニ ッ ト （ Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ 、 Ｒ Ｃ 、 ３ ） が 互
い に 通 信 す る た め の イ ン タ フ ェ ー ス で あ る 。 シ ス テ ム の 各 ユ ニ ッ ト に 形 成 さ れ る 通 信 機 １
０ を 介 し て 、 他 の 全 て の ユ ニ ッ ト は 、 各 ユ ニ ッ ト が 提 供 す る 機 能 に ア ク セ ス で き る 。 こ の
通 信 機 １ ０ に よ り 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ の 現 在 の コ ン テ キ ス ト 、 例 え ば 、 機 器 、 サ ー ビ
ス 及 び 状 態 情 報 と 結 合 さ れ た 相 対 的 位 置 に つ い て 記 述 す る デ ー タ に よ っ て 表 さ れ る コ ン テ
キ ス ト を 表 す 情 報 が 配 信 さ れ る 。 通 信 は 、 有 線 及 び ／ 又 は 無 線 通 信 技 術 に 基 づ い て 実 現 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 好 ま し い 実 施 の 形 態 で は 、 サ ウ ン ド シ ス テ ム １ 内 の 各 機 器 は 、 ホ ー ム 環 境 に お け る 動 作
及 び 個 人 用 途 の シ ナ リ オ の た め に 設 計 さ れ た 、 マ ル チ ホ ッ プ 及 び ア ド ホ ッ ク 能 力 を 有 す る
無 線 通 信 機 １ ０ を 備 え る 。 こ こ で は 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク は 、 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト
ワ ー ク （ Ｌ Ａ Ｎ ） で あ り 、 特 に 無 線 又 は 一 時 的 な プ ラ グ イ ン 接 続 を 含 む ネ ッ ト ワ ー ク で あ
り 、 幾 つ か の ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 は 、 通 信 セ ッ シ ョ ン の 継 続 期 間 中 の み 、 モ バ イ ル 又 は 携 帯
型 機 器 の 場 合 は ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 他 の 機 器 の 近 傍 に あ る 間 だ け 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部 と な
る 。 マ ル チ ホ ッ プ 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 パ ケ ッ ト は 、 宛 先 に 到 達 す る た め に 、 複 数 の 連
続 し た 無 線 リ ン ク を 横 断 す る 必 要 が あ る 場 合 が あ る 。 マ ル チ ホ ッ プ 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の ト
ポ ロ ジ は 、 ノ ー ド 対 の 間 の 通 信 リ ン ク の セ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ２ つ 以 上 の 通 信 機 １ ０ は 、 管 理 デ ー タ が 、 １ つ の ア ク テ ィ ブ ノ ー ド 、 す な わ ち 、 サ ウ ン
ド シ ス テ ム １ の ユ ニ ッ ト 内 に 集 中 し て 保 存 さ れ 、 又 は 分 散 し て 保 存 さ れ る ア ド ホ ッ ク 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て い る 。 そ れ ぞ れ の 通 信 機 １ ０ は 、 自 己 構 成 を 介 し て 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク に 接 続 し 及 び 切 断 す る 能 力 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 の た め の 如
何 な る ユ ー ザ イ ン タ ラ ク シ ョ ン も 不 要 で あ る 。 好 ま し く は 、 サ ウ ン ド シ ス テ ム １ に 属 す 各
物 理 的 に 弁 別 可 能 な ユ ニ ッ ト は 、 メ ン バ シ ッ プ 属 性 を 告 知 す る よ う に デ フ ォ ル ト で 予 め 構
成 さ れ る 。 こ れ ら の メ ン バ シ ッ プ 属 性 を 表 す デ ー タ は 、 開 始 又 は 再 構 成 フ ェ ー ズ の 間 、 サ
ウ ン ド シ ス テ ム １ に 属 す 各 ユ ニ ッ ト （ Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ 、 Ｒ Ｃ 、 ３ ） を 特 定 す る た
め に 用 い ら れ る 。 な お 、 特 定 の サ ウ ン ド シ ス テ ム １ を 構 成 す る 機 器 の 論 理 グ ル ー プ に 対 す
る 機 器 す な わ ち 、 ユ ニ ッ ト （ Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ 、 Ｒ Ｃ 、 ３ ） の 追 加 又 は 削 除 に 制 約
は な い 。 例 え ば 、 １ つ の ユ ニ ッ ト が 通 信 不 能 に な る と 、 こ の ユ ニ ッ ト は 、 そ の 機 能 を 引 き
継 ぐ 適 切 な メ ン バ シ ッ プ 属 性 を 有 す る 新 た な ユ ニ ッ ト よ っ て 置 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 互 い の 機 能 に ア ク セ ス す る た め に は 、 機 器 発 見 器 ８ 、 及 び ユ ニ ッ ト が 一 組 の サ ー ビ ス を
含 む 場 合 、 ユ ニ ッ ト の 各 機 能 的 コ ン ポ ー ネ ン ト に 対 応 す る サ ー ビ ス 発 見 器 ９ が 必 要 で あ る
。 機 器 発 見 器 ８ は 、 機 器 を 告 知 し 、 発 見 し 、 特 定 す る た め の 機 器 索 引 サ ー ビ ス を 提 供 す る
。 サ ー ビ ス 発 見 に よ り 、 異 種 の 機 器 が そ れ ら の 機 能 を 相 互 に 通 信 で き 、 ま た 、 要 求 者 と 、
特 定 さ れ た サ ー ビ ス と を 関 連 付 け る こ と が で き る 。 サ ー ビ ス 発 見 器 ９ は 、 機 器 に 関 連 す る
そ れ ら の 機 能 を 通 信 す る こ と が で き る 。 ま た 、 サ ー ビ ス 発 見 器 ９ は 、 機 器 が 有 効 で あ る か
無 効 で あ る か 、 プ ラ グ イ ン さ れ て い る が プ ラ グ イ ン さ れ て い な い か と い っ た 状 態 情 報 も 提
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供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 各 サ ー ビ ス 発 見 は 、 例 え ば 、 ホ ー ム オ ー デ ィ オ ビ デ オ イ ン タ ー オ ペ ラ ビ リ テ ィ （ Home A
udio Video Interoperability： Ｈ Ａ Ｖ ｉ ） ア ー キ テ ク チ ャ に 基 づ い て い て も よ く 、 Ｈ Ａ
Ｖ ｉ は 、 現 在 、 ８ つ の オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ ア ル 機 器 製 造 業 者 に よ り サ ポ ー ト さ れ て お り 、 民
生 用 電 子 機 器 及 び コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 装 置 に 実 装 す る こ と が 意 図 さ れ て い る 。 Ｈ Ａ Ｖ ｉ は
、 相 互 運 用 性 及 び ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 分 散 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 開 発 を 実 現 す る 一
組 の サ ー ビ ス を 提 供 す る 。 Ｈ Ａ Ｖ ｉ ア ー キ テ ク チ ャ は 、 新 た な デ バ イ ス を ホ ー ム ネ ッ ト ワ
ー ク に 統 合 し 、 そ れ ら の 各 サ ー ビ ス を オ ー プ ン 且 つ シ ー ム レ ス に 提 供 す る た め の ソ フ ト ウ
ェ ア ア ー キ テ ク チ ャ で あ る 。 Ｈ Ａ Ｖ ｉ ア ー キ テ ク チ ャ は 、 機 器 及 び リ ソ ー ス の た め の ア ド
レ ス 指 定 法 及 び 索 引 サ ー ビ ス を 提 供 す る 。 Ｈ Ａ Ｖ ｉ ア ー キ テ ク チ ャ は 、 民 生 用 電 子 機 器 及
び コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 装 置 の 範 囲 内 で 、 共 通 の 通 信 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 設 計 に 焦 点 を 合 わ
せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 具 体 例 と し て 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ Ｒ Ｃ に お い て 実 行 さ れ る サ ー ビ ス は 、 こ の ユ ニ ッ
ト が 、 個 人 用 機 器 （ personal device） と し て 用 い ら れ て い る こ と 、 又 は 機 器 発 見 に よ り
、 個 人 用 機 器 と し て の プ ロ パ テ ィ が 他 の 機 器 に お い て 検 出 さ れ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ は 、 更 に 、 各 物 理 ユ ニ ッ ト （ Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ 、 Ｒ Ｃ 、 ３
） 間 の 距 離 の 動 的 な 測 定 を 行 う 相 対 的 位 置 判 定 器 ４ を 備 え る 。 サ ウ ン ド シ ス テ ム １ に 属 す
各 物 理 ユ ニ ッ ト （ Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ 、 Ｒ Ｃ 、 ３ ） 、 例 え ば 、 ラ ウ ド ス ピ ー カ （ Ｌ 、
Ｃ 、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ ） 、 中 央 制 御 及 び 増 幅 器 ３ 又 は リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ Ｒ Ｃ は 、 ピ ア ツ
ー ピ ア で 物 理 的 距 離 を 測 定 で き る 。 理 想 的 に は 、 こ れ ら の 距 離 測 定 は 、 そ れ ぞ れ 機 器 又 は
ユ ニ ッ ト 間 の 通 信 に 生 来 的 な パ ラ メ ー タ 、 例 え ば 信 号 強 度 の 測 定 値 に 基 づ い て 、 又 は 距 離
検 出 の た め の 幾 つ か の パ ル ス を 用 い て 実 行 さ れ る 。 分 配 型 の 又 は 集 中 化 さ れ た 位 置 判 定 ア
ル ゴ リ ズ ム は 、 絶 対 座 標 的 な 知 識 に よ ら ず 、 こ れ ら の ピ ア ツ ー ピ ア の 範 囲 測 定 結 果 に 基 づ
い て 、 隣 接 す る ユ ニ ッ ト へ の 相 対 的 位 置 を 算 出 す る 。 最 終 的 に は 、 ユ ニ ッ ト の 周 囲 の 正 確
な マ ッ プ が 作 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 任 意 の 仕 様 に 基 づ き 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト の 正 確 な 位 置
を 判 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 最 適 な 聴 取 体 験 を 実 現 す る た め に は 、 リ ス ナ が 動 き 回 っ て も 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト が リ ス
ナ の 位 置 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 リ ス ナ を 特 定 し た 後 、 特 定 さ れ た リ ス ナ を 追 跡
す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 ユ ー ザ が 定 義 し た 、 好 ま し く は 、 無 線 の 個 人 用 機 器 を リ ス
ナ の 位 置 に 関 連 付 け る た め に は 、 ス テ レ オ 音 像 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト を シ フ ト さ せ る べ き 基
準 位 置 を 特 定 す る 必 要 が あ る 。 設 備 の 各 要 素 の 、 好 ま し く は 、 無 線 の 通 信 機 １ ０ 、 並 び に
シ ス テ ム の リ ア ル タ イ ム の 位 置 検 出 及 び 自 動 再 較 正 能 力 の た め 、 リ ス ナ は 、 実 際 の 位 置 に
お い て 、 常 に 最 適 な 聴 取 体 験 を 享 受 で き る 。 有 意 の 物 理 的 な 範 囲 内 で 上 述 し た よ う な サ ー
ビ ス 及 び 機 器 発 見 を 提 供 す る 各 機 器 は 、 原 則 と し て 、 個 人 用 機 器 の 役 割 を 果 た す 携 帯 型 機
器 と し て 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 追 跡 シ ス テ ム は 、 個 人 用 機 器 を 検 出 し 、 各 位 置 を 測 定 す る 分 散 型 追 跡 ス テ ー シ ョ ン を 用
い る 。 例 え ば 、 現 在 の 携 帯 電 話 機 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 そ れ ら の 基 地 局 に よ り 、 １ ０ ０ メ ー タ
以 下 の 精 度 で 携 帯 電 話 機 の 地 理 的 な 位 置 を 特 定 す る 追 跡 シ ス テ ム を 提 供 す る 。 こ の 位 置 特
定 シ ス テ ム の 現 在 の 精 度 は 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト 追 跡 シ ス テ ム に そ の ま ま 適 用 す る に は 粗 す
ぎ る が 、 こ の シ ス テ ム の 背 後 に あ る 技 術 を 用 い て 、 適 切 な 位 置 特 定 及 び 追 跡 技 術 を 実 現 で
き る 。 よ り 有 望 な 位 置 判 定 技 術 と し て は 、 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ Wireless L
ocal Area Network： Ｗ Ｌ Ａ Ｎ ） 又 は ブ ル ー ト ゥ ー ス 等 の 短 距 離 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク が あ る
が 、 現 在 利 用 可 能 な 最 も 正 確 な 位 置 特 定 技 術 は 、 超 広 帯 域 （ Ultra Wide Band： Ｕ Ｗ Ｂ ）
通 信 技 術 で あ り 、 こ れ に よ り 、 移 動 端 末 及 び ア ク セ ス ポ イ ン ト の 間 の 距 離 を 数 セ ン チ メ ー
ト ル 以 下 の 精 度 で 測 定 で き る 。 例 え ば 、 ク リ ケ ッ ト （ Cricket） 及 び ス ポ ッ ト オ ン シ ス テ
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ム （ Spot-On System） は 、 本 発 明 に お け る 位 置 判 定 に 十 分 な ２ つ の 追 跡 シ ス テ ム で あ る 。
ク リ ケ ッ ト シ ス テ ム は 、 「 Nissanka B. Priyantha, Anit Chakraborty, and Hari Balakr
ishnan in "The Cricket Location-Support System, Proceedings of the Sixth Annual 
ACM International Conference on Mobile Computing and Networking (MOBICOM), Augus
t 2000".」 に 開 示 さ れ て い る 。 ス ポ ッ ト オ ン シ ス テ ム は 、 「 Jeffrey Hightower, Roy Wan
t, and Gaetano Borriello in "SpotOn: An Indoor 3D Location Sensing Technology Ba
sed on RF Signal Strength, UW CSE 2000-02-02, University of Washington, Seattle,
 WA, February 2000".」 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 例 え ば 、 移 動 端 末 は 、 例 え ば 、 異 な る 基 地 局 か ら 受 信 し た 外 部 信 号 を 判 定 す る こ と に よ
っ て 、 現 在 位 置 を 判 定 で き 、 こ れ ら に 基 づ い て 自 ら の 位 置 を 算 出 で き る 。 こ の よ う な 技 術
の 具 体 例 と し て は 、 野 外 用 の 全 地 球 位 置 把 握 シ ス テ ム （ Global Positioning System： Ｇ
Ｐ Ｓ ） が あ る 。 屋 内 の 位 置 特 定 メ カ ニ ズ ム は 、 通 常 、 ビ ー コ ン 又 は ア ク セ ス ポ イ ン ト 判 定
を 用 い る 。 複 数 の ノ ー ド 間 の 距 離 に 基 づ い て 位 置 を 算 出 す る シ ス テ ム の 具 体 例 と し て は 、
ア ド ホ ッ ク 位 置 測 定 シ ス テ ム （ Ad-Hoc Localisation system） （ Andreas Savvides, Chih
-Chieh Han, Mani Strivastava: Dynamic Fine-Grained Localization in Ad-Hoc Networ
ks of Sensors, Proceedings of ACM SIGMOBILE 7/01, pp. 166-179, 2001） 及 び 自 己 位
置 決 め ア ル ゴ リ ズ ム （ Self-Positioning Algorithm） （ Srdan Capkun, Maher Hamdi, Jea
n-Pierre Hubaux, GPS-free positioning in mobile Ad-Hoc networks, Proceedings of 
the 34th Hawaii International Conference on System Sciences-2001, 2001） が あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 リ ス ナ は 、 リ ス ナ に 属 す 機 器 を 特 定 す る こ と に よ っ て 識 別 さ れ る 。 こ の よ う な 個 人 用 機
器 の 特 定 は 、 個 人 用 機 器 検 出 器 ５ が 実 行 す る 。 こ の 個 人 用 機 器 検 出 器 ５ は 、 様 々 な 異 な る
手 法 を 用 い て 個 人 用 機 器 を 検 出 す る こ と が で き る 。 １ つ の 可 能 な 手 法 と し て 、 移 動 す る 機
器 を 特 定 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 位 置 デ ー タ を 定 期 的 に 検 査 し 、 移 動 し た オ ブ ジ ェ ク ト を
特 定 す る 。 こ の 結 果 は 、 移 動 し た 機 器 の 種 類 を 分 類 し 、 尤 度 レ ベ ル を 割 り 当 て る こ と に よ
っ て 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。 他 の 可 能 な 手 法 と し て 、 ユ ー ザ に 属 し 、 ユ ー ザ と 共 に 移
動 す る 機 器 と し て 、 個 人 用 機 器 自 体 を 特 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 家 屋 内 に は 、 異 な る 種 類 の モ バ イ ル 機 器 が あ る 場 合 も あ る 。 例 え ば 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ
ー ラ は 、 通 常 、 複 数 の 個 人 に よ っ て 共 有 さ れ る 機 器 で あ る 。 一 方 、 個 人 用 機 器 と は 、 例 え
ば 、 携 帯 電 話 機 、 携 帯 情 報 端 末 （ Personal Digital Assistant： Ｐ Ｄ Ａ ） 又 は ヘ ッ ド ホ ン
付 き ス テ レ オ 装 置 等 、 通 常 、 １ 人 の 専 用 の ユ ー ザ だ け に 属 す 機 器 で あ る 。 し た が っ て 、 機
器 の 種 類 を 判 定 す る だ け で 、 そ の 機 器 が 共 有 機 器 で あ る か 個 人 用 機 器 で あ る か を 判 定 で き
る 場 合 が あ る 。 あ ら ゆ る 規 則 に は 例 外 が あ る の で 、 よ り 確 実 な 個 人 用 機 器 の 判 定 は 、 機 器
が 特 定 の 個 人 へ の 関 連 性 を 示 す こ と に よ っ て 実 現 さ れ る 。 例 え ば 、 機 器 は 、 同 報 通 知 信 号
を 送 信 す る こ と に よ っ て 個 人 と の 関 係 を 告 知 で き （ 自 己 特 定 個 人 用 機 器 ） 、 又 は ネ ッ ト ワ
ー ク 機 能 を 介 し て そ れ ぞ れ の 情 報 の 検 索 を 容 認 す る こ と が で き る 。 同 じ 領 域 内 で ２ つ 以 上
の 可 能 な 候 補 が 検 出 さ れ た 場 合 、 個 人 用 機 器 の 識 別 は 、 よ り 複 雑 に な る 。 こ の 場 合 、 検 出
さ れ た 機 器 の そ れ ぞ れ の 種 類 を 既 知 の 装 置 タ イ プ の リ ス ト と 比 較 す る 個 人 的 な 検 出 装 置 に
よ っ て 正 し い 機 器 を 特 定 で き る 。 こ の リ ス ト は 、 該 当 す る 機 器 を 個 人 用 機 器 と み な す か 否
か に 関 す る パ ラ メ ー タ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 他 の 可 能 性 と し て 、 移 動 す る 機 器 を 特 定 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 位 置 デ ー タ を 定 期 的 に
検 査 し 、 移 動 し た オ ブ ジ ェ ク ト を 特 定 す る 。 多 く の ユ ー ザ は 、 ２ つ 以 上 の 機 器 を 携 帯 し 、
し た が っ て 、 近 く に あ り 、 一 緒 に 移 動 す る 機 器 の グ ル ー プ を 判 定 す る こ と に よ っ て リ ス ナ
の 位 置 を 特 定 で き る 。 以 上 の 個 人 用 機 器 検 出 法 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 非 常 に 信 頼
で き る 個 人 用 機 器 識 別 を 実 現 で き る 。 リ ス ト に は 、 好 ま し く は 、 所 定 の 範 囲 内 に 同 時 に 存
在 す る 全 て の 個 人 用 機 器 が 示 さ れ 、 こ の リ ス ト は 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト 追 跡 シ ス テ ム の 他 の
ユ ニ ッ ト に 送 信 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 旦 、 個 人 用 機 器 が 検 出 さ れ る と 、 必 要 な 能 力 を 提 供 す る 個 人 用 機 器 位 置 追 跡 器 ６ に よ
っ て 、 各 機 器 の 動 き が 示 さ れ 、 追 跡 さ れ る 。 個 人 用 機 器 の 照 合 に よ り 、 後 の ス キ ャ ン に 亘
っ て 同 じ オ ブ ジ ェ ク ト を 追 跡 で き 、 し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の 機 器 の 二 次 元 動 き ベ ク ト ル が
提 供 さ れ る 。 （ 個 人 用 機 器 は 、 可 能 な 限 り 電 力 を 節 約 す る た め に 通 信 機 能 を オ フ に す る こ
と が あ る た め ） 個 人 用 機 器 を 検 出 可 能 な 時 間 が 限 定 さ れ て い る 場 合 も 多 い 。 こ の 場 合 、 有
利 な 特 徴 と し て 、 追 跡 ユ ニ ッ ト は 、 個 人 用 機 器 が し ば ら く 見 え な く な っ て も 、 そ の 個 人 用
機 器 の 最 尤 の 位 置 を 算 出 す る 幾 つ か の 推 定 機 能 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 判 定 さ れ た リ ス ナ の 現 在 位 置 に 基 づ い て 、 再 較 正 器 ７ は 、 サ ウ ン ド シ ス テ ム 設 定 を 動 的
に 操 作 し 、 送 信 機 （ 例 え ば 、 ラ ウ ド ス ピ ー カ ） に 関 連 し て 適 切 な 音 像 を 算 出 し 、 リ ス ナ の
現 在 位 置 に ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ の 音 放 射 空 間 、 す な わ ち 、 リ ス ニ ン グ ル ー ム 内 で ２ つ 以
上 の 個 人 用 機 器 が 検 出 さ れ た 場 合 、 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 シ ス テ ム が 複 数 の 個 人 用 機 器 を 特 定 し た 場 合 、 ど こ に ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 位 置 さ せ る か
を 決 定 す る 必 要 が あ る 。 こ の ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン は 、 ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン 器 １ １ に よ っ て
実 行 さ れ る 。 こ の ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン 器 １ １ は 、 オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ の 他 の コ ン ポ ー ネ
ン ト 、 特 に 個 人 用 機 器 検 出 器 ５ 、 個 人 用 機 器 位 置 追 跡 器 ６ 及 び 相 対 的 位 置 判 定 器 ４ と 密 接
に 協 働 す る 。 ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン 処 理 は 、 例 え ば 、 特 定 さ れ た 個 人 用 機 器 の 数 、 個 人 用 機
器 の 各 位 置 、 及 び 個 人 用 機 器 の そ れ ぞ れ の 動 き 等 の 異 な る 入 力 基 準 に 基 づ い て 実 行 さ れ る
。 ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン 器 １ １ は 、 異 な る 入 力 基 準 に 基 づ い て 最 適 化 を 実 行 し 、 こ の 入 力 基
準 は 、 以 下 の う ち の １ つ 又 は こ れ ら の 任 意 の 組 合 せ で あ っ て も よ い 。 （ ａ ） 可 能 な 限 り 多
く の ユ ー ザ を ス イ ー ト ス ポ ッ ト に 含 ま せ る 。 （ ｂ ） 例 え ば 、 各 ユ ー ザ が ス イ ー ト ス ポ ッ ト
内 に 滞 在 し た 好 適 な ユ ー ザ を ス イ ー ト ス ポ ッ ト に 含 ま せ る 。 （ ｃ ） 同 じ ユ ー ザ に つ い て ２
つ 以 上 の 個 人 用 機 器 が 特 定 さ れ た 場 合 、 ユ ー ザ が 現 在 携 帯 し て い る 可 能 性 が 高 い 機 器 に ス
イ ー ト ス ポ ッ ト を 対 応 さ せ る 。 （ ｄ ） ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン 器 １ １ に よ る 他 の 決 定 基 準 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 個 々 の 個 人 用 機 器 を 有 す る 複 数 の ユ ー ザ が リ ス ニ ン グ ル ー ム 内 に 共 存 し て い る 場 合 、 自
ら の 個 人 用 機 器 を 基 準 の 個 人 用 機 器 と し て 告 知 し た 最 後 の ユ ー ザ を ス イ ー ト ス ポ ッ ト 追 跡
の タ ー ゲ ッ ト と し て 選 択 し て も よ い 。 こ れ は 自 動 的 に 行 っ て も よ く 、 例 え ば 、 明 示 的 に 確
認 処 理 を 実 行 す る た め の 特 定 の ボ タ ン を 押 す 等 の ユ ー ザ イ ン タ ラ ク シ ョ ン に よ っ て 明 示 的
に 行 っ て も よ い 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が ユ ー ザ の 個 人 用 機 器 を 持 っ て リ ス ニ ン グ ル ー ム か ら 退
出 し た 場 合 、 又 は 個 人 用 機 器 か ら 個 人 用 機 器 ス テ ー タ ス を 解 除 し た 場 合 、 又 は 機 器 の 電 源
を 切 っ た 場 合 等 に も 同 様 の 問 題 が 生 じ る 。 こ の 場 合 に 適 切 な 解 決 策 と し て 、 リ ス ニ ン グ ル
ー ム の 自 動 再 ス キ ャ ン に よ り 、 最 初 に 検 出 し た 個 人 用 機 器 を 基 準 点 と し て 選 択 し て も よ い
。 機 器 が 全 く 検 出 さ れ な い 場 合 、 最 後 に 追 跡 さ れ た ユ ー ザ 位 置 又 は 仮 想 の デ フ ォ ル ト 位 置
を ス イ ー ト ス ポ ッ ト と し て 選 択 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 リ ス ナ と サ ラ ウ ン ド ス ピ ー カ と の 間 の 直 接 パ ス に 存 在 す る ア イ テ ム （ 障 害 物 ） が 、 聴 取
体 験 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と も あ る 。 ま た 、 壁 、 床 又 は 天 井 か ら の 反 射 に よ っ て 、 同 じ 音 が
リ ス ナ に 二 度 到 着 す る 場 合 も あ る 。 本 発 明 の 有 利 な 変 形 例 と し て 、 物 理 ア イ テ ム 検 出 器 １
４ は 、 音 源 の 周 り の ア イ テ ム を 、 表 面 性 状 又 は 三 次 元 形 状 等 の 物 理 的 特 徴 と と も に 検 出 し
、 こ の 情 報 を 用 い て 、 再 較 正 器 ７ に よ っ て 、 音 生 成 を 変 更 す る 。 物 理 的 な ア イ テ ム 検 出 器
１ ４ の 動 作 は 、 レ ー ザ 走 査 、 レ ー ダ 、 赤 外 線 又 は 音 波 検 出 法 、 若 し く は こ れ ら の 組 合 せ に
よ り 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 レ ー ザ 走 査 で は 、 レ ー ザ は 、 周 囲 を 走 査 し 、 距 離 を 測 定 す る 。 こ の 場 合 、 ビ ル ト イ ン 型
又 は 携 帯 型 の 較 正 ユ ニ ッ ト を 用 い る こ と が で き る 。 レ ー ダ ベ ー ス の シ ス テ ム は 、 無 線 電 波
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の 反 射 を 利 用 す る 。 幾 つ か の 現 代 の 通 信 技 術 、 例 え ば 、 超 広 帯 域 通 信 技 術 は 、 レ ー ダ ソ ー
ス と し て 信 号 を 用 い る モ ー ド を 提 供 で き る 。 こ の 技 術 を 用 い て 、 通 信 機 に 検 出 機 能 を 組 み
込 む こ と が で き る 。 ま た 、 精 度 は 高 く な い が 、 赤 外 線 技 術 を 用 い て 幾 つ か 距 離 を 粗 く 計 算
す る こ と も で き る 。 ま た 、 既 に 本 明 細 書 の 導 入 部 で 述 べ て い る よ う に 、 オ ー デ ィ オ 信 号 の
反 射 を 用 い て 周 辺 環 境 を 解 析 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 に 基 づ く オ ー デ ィ オ シ ス テ ム １ の 機 能 を 更 に 強 化 す る た め に 、 サ ラ ウ ン ド サ ウ ン
ド シ ス テ ム 又 は 立 体 音 響 シ ス テ ム の 好 適 な 設 定 を 保 存 す る プ ロ フ ァ イ ル ス ト レ ー ジ １ ３ を
設 け て い て も よ い 。 最 も 単 純 な 実 施 の 形 態 で は 、 プ ロ フ ァ イ ル ス ト レ ー ジ １ ３ を 含 む ユ ニ
ッ ト に 設 け ら れ た ボ タ ン を ユ ー ザ が 押 す と 、 プ ロ フ ァ イ ル ス ト レ ー ジ １ ３ に 設 定 が 保 存 さ
れ る 。 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 専 用 の ユ ニ ッ ト が 、 全 て の 他 の ユ ニ ッ ト か ら 設 定 を 受 け
取 り 、 コ マ ン ド に 応 じ て 、 こ れ ら の 設 定 を プ ロ フ ァ イ ル ス ト レ ー ジ １ ３ に 保 存 す る 。 こ の
コ マ ン ド は 、 好 ま し く は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が 対 応 す る キ ー 又 は ボ タ ン を 操 作 す る こ と に よ
っ て 、 各 機 能 を 実 行 し た 場 合 、 個 人 用 機 器 か ら 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 更 な る 有 利 な 実 施 の 形 態 で は 、 リ ス ナ が サ ラ ウ ン ド シ ス テ ム の 異 な る モ ー ド を
切 り 換 え る た め の モ ー ド 切 換 器 １ ２ を 設 け る 。 利 用 可 能 な モ ー ド と し て は 、 例 え ば 、 追 従
モ ー ド 、 固 定 モ ー ド 又 は メ イ ン ユ ー ザ モ ー ド 等 が あ る 。 追 従 モ ー ド は 、 本 発 明 に 基 づ く サ
ウ ン ド シ ス テ ム １ の 主 モ ー ド を 表 し 、 こ の モ ー ド で は 、 シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ 位 置 に ス イ ー
ト ス ポ ッ ト を 追 従 さ せ る 。 固 定 モ ー ド は 、 第 ２ の モ ー ド で あ り 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 現 在
位 置 に 維 持 す る 。 メ イ ン ユ ー ザ モ ー ド で は 、 シ ス テ ム は 、 優 先 順 位 及 び 関 連 機 器 と と も に
主 な ユ ー ザ の リ ス ト を 維 持 す る 。 こ の 優 先 順 位 は 、 ど の ユ ー ザ に ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 対 応
さ せ る か を 定 義 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 に 基 づ く サ ウ ン ド シ ス テ ム １ の 異 な る ユ ニ ッ ト の 連 携 に つ い て 、 図 ３ を 用 い て 説
明 す る 。 音 の 放 射 源 Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ 、 Ｌ Ｓ 、 Ｒ Ｓ 又 は 送 信 機 は 、 図 １ に 示 す も の と 同 様 で あ る
。 こ の 具 体 例 で は 、 こ れ は 、 そ れ ぞ れ 、 通 信 機 １ ０ 、 相 対 的 位 置 判 定 器 ４ 、 機 器 発 見 器 ８
及 び サ ー ビ ス 発 見 器 ９ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス イ ー ト ス ポ ッ ト 再 較 正 は 、 通 信 機 １ ０ 、 再 較 正 器 ７ 、 相 対 的 位 置 判 定 器 ４ 、 個 人 用 機
器 位 置 追 跡 器 ６ 、 機 器 発 見 器 ８ 及 び サ ー ビ ス 発 見 器 ９ を 備 え る 中 央 制 御 及 び 増 幅 器 ３ に よ
っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 具 体 例 で は 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ Ｒ Ｃ は 、 個 人 用 機 器 と し て 機 能 す る 。 リ モ ー ト
コ ン ト ロ ー ラ Ｒ Ｃ は 、 通 信 機 １ ０ に 加 え て 、 相 対 的 位 置 判 定 器 ４ 、 中 央 制 御 及 び 増 幅 器 ３
と 相 互 動 作 す る 個 人 用 機 器 位 置 追 跡 器 ６ 、 機 器 発 見 器 ８ 及 び サ ー ビ ス 発 見 器 ９ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 よ り 高 度 な シ ス テ ム で は 、 機 器 の 位 置 、 及 び ／ 又 は 想 定 さ れ た 個 人 用 機 器 の 位 置 及 び ／
又 は 現 在 の ス イ ー ト ス ポ ッ ト の 位 置 を 表 示 す る 位 置 表 示 器 を 用 い て も よ い 。 そ し て 、 ユ ー
ザ は 、 利 用 可 能 な 入 力 装 置 を 用 い て 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト を 移 動 さ せ 、 又 は 個 人 用 機 器 に ス
イ ー ト ス ポ ッ ト を 関 連 付 け る こ と が で き る 。 更 に 、 位 置 表 示 器 の 機 能 性 は 、 周 囲 の マ ッ プ
を 用 い る こ と に よ っ て 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 は 、 家 屋 内 の 条 件 の 下 で サ ウ ン ド シ ス テ ム を 形 成 す る ユ ニ ッ ト を
告 知 し 、 発 見 し 、 特 定 で き る マ ル チ チ ャ ン ネ ル 立 体 音 響 サ ウ ン ド シ ス テ ム を 提 供 す る 。 更
に 、 こ の サ ウ ン ド シ ス テ ム は 、 サ ウ ン ド シ ス テ ム を 構 成 す る 各 機 器 に 関 連 す る サ ー ビ ス 及
び そ れ ら の リ ソ ー ス を 告 知 で き 、 及 び リ ス ナ と 個 人 用 機 器 を 関 連 付 け る こ と に よ っ て リ ス
ナ の 相 対 的 位 置 を リ ア ル タ イ ム に 追 跡 で き る 。 更 に 、 本 発 明 は 、 ユ ー ザ イ ン タ ラ ク シ ョ ン
を 必 要 と す る こ と な く 、 リ ス ナ 位 置 に 基 づ い て 、 動 的 且 つ 自 動 的 に サ ウ ン ド シ ス テ ム 設 定
を 再 較 正 す る こ と に よ っ て ス イ ー ト ス ポ ッ ト を リ ス ナ 位 置 に 従 わ せ る こ と が で き る 。 こ こ
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に 開 示 し た サ ウ ン ド シ ス テ ム は 、 自 己 構 成 を 介 し て 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 で き る 。 無 線
通 信 を 介 し て 分 散 す る シ ス テ ム 較 正 の た め に 必 要 な シ ス テ ム デ ー タ マ イ ニ ン グ は 、 相 互 動
作 す る 各 機 器 の 種 類 を 識 別 し 、 動 的 な 及 び 固 定 の 距 離 を 測 定 し 、 相 対 的 位 置 を 算 出 し 、 動
き を 検 出 す る 能 力 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ に 開 示 す る シ ス テ ム は 、 音 場 を 作 成 す る 機 器 に 対 す る リ ス ナ の 相 対 的 位 置 に 基 づ い
て 、 最 適 な 聴 取 体 験 の た め に ユ ー ザ イ ン タ ラ ク シ ョ ン な し で 必 要 な 遅 延 補 償 を 処 理 で き る
。 ま た 、 シ ス テ ム は 、 増 設 さ れ た モ ジ ュ ー ル の 幾 つ か を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 関 連 す る
物 理 的 パ ラ メ ー タ を 検 出 し 、 解 析 し 、 直 接 見 通 し 線 内 又 は ス ピ ー カ の 近 傍 の ア イ テ ム に 起
因 す る 干 渉 を 補 償 で き る 。 更 に 、 シ ス テ ム は 、 個 人 的 な 好 み を 保 存 し 、 及 び 用 途 に 応 じ て
異 な る モ ー ド を 切 り 換 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 の 基 礎 と な る 技 術 は 、 テ レ ビ ジ ョ ン 画 面 の 又 は 例 え ば Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ イ
等 の モ ニ タ 装 置 の 自 動 角 度 調 整 等 の 他 の 追 跡 シ ス テ ム に 応 用 で き る 。 特 に 、 テ レ ビ ジ ョ ン
受 像 機 又 は コ ン ピ ュ ー タ モ ニ タ と し て 用 い ら れ る Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ イ の 最 適 な 視 野 角 は 狭
い 。 最 適 な 視 野 角 に よ っ て 定 義 さ れ る 領 域 か ら ユ ー ザ が 外 れ る と 、 ユ ー ザ に 見 え る 画 像 の
画 質 が 著 し く 低 下 す る 。 本 発 明 に 基 づ い て 、 デ ィ ス プ レ イ の ユ ー ザ を 特 定 し 、 追 跡 す る こ
と に よ っ て 、 Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ イ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ イ 用 に 設 計 さ れ た 再 較 正 器 に よ り
自 動 的 に 向 き が 最 適 化 さ れ る 。 最 適 な 視 野 角 の 再 較 正 は 、 デ ィ ス プ レ イ を 旋 回 心 軸 上 に の
せ る こ と に よ っ て 機 械 的 に 行 っ て も よ く 、 Ｌ Ｃ Ｄ ユ ニ ッ ト 自 体 を 適 切 に 操 作 す る こ と に よ
っ て 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム で は 、 そ れ ぞ れ の デ ィ ス プ レ イ 追 跡 シ ス テ ム を 用 い て 、 個 人 の 各 位
置 に 最 適 な 視 野 角 を 調 整 す る 。 シ ス テ ム は 、 手 動 の ズ ー ム を 用 い る こ と に 代 え て 、 個 人 用
機 器 位 置 を 判 定 で き 、 こ れ ら の 位 置 に 基 づ い て 、 視 聴 角 度 を 高 速 に 変 更 す る こ と が で き る
。 こ れ は 、 ス テ レ オ の サ ラ ウ ン ド シ ス テ ム に 関 し て 上 述 し た 発 明 と 基 本 的 に 同 じ 発 明 で あ
り 、 異 な る 点 は 、 較 正 ユ ニ ッ ト が ス イ ー ト ス ポ ッ ト に 代 え て 、 視 野 角 を 較 正 し 、 デ ィ ス プ
レ イ ユ ニ ッ ト を 位 置 決 め す る 点 で あ り 、 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 ユ ー ザ の 位 置 に 基 づ い て
、 視 野 角 を 選 択 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 基 づ く オ ー デ ィ オ シ ス テ ム で 用 い ら れ る ラ ウ ド ス ピ ー カ 構 成 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 基 づ く オ ー デ ィ オ シ ス テ ム の 機 器 の 構 成 ブ ロ ッ ク を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 基 づ く オ ー デ ィ オ シ ス テ ム 及 び そ の コ ン ポ ー ネ ン ト の 概 略 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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